
  

 

 

第39回ミニ相談会を実施します。今回は、いわき地域復興センターの事業のひとつである「被災

障がい者自立支援促進事業」を担当している東日本国際大学 坂田准教授をお招きし、活動内容

についてお話しいただきます。東日本大震災により被災した障がい者就労支援施設の当時の状況

と現状、施設で作っている授産製品の放射能検査結果や販売状況等についてもお話しいただく予

定です。 

お誘いあわせの上、初めての方もお気軽にご参加下さい。参加の際には事前のご予約が必要と

なりますので、当センターまでお問合せ下さい。 

 

～第 39回ミニ相談会テーマ～                    

   

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～お申し込み方法～ 

  いわき地域復興センター窓口か、お電話（38-7132）または FAX（38-7134）でお申込み

下さい。申込み用紙は、ホームページからダウンロードすることもできます。 

※今後も、様々なテーマで相談会を実施する予定です。 

いわき地域復興センターホームページ（URL：http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますので、 

ぜひご覧下さい。 

 

【日 時】    平成 27 年 10月 20 日(火)     10:30～12：00 

【場 所】    いわき地域復興センター  

〒970-8034 いわき市平上荒川字長尾 74-8 アドレスいわき中央ビル 1F 

【 】    いわき地域復興センター TEL 38-7132  FAX 38-7134 

【内 容】   １．講師の先生のお話  10:30～11:30 

  ２．質疑・応答               11:30～12:00 

【対象者】    いわき市内在住の方 

【定  員】    10 名（※事前の予約が必要となります。） 

 

 

http://revive-iwaki.net/）でもお知らせいたしますのぜひ


 

 

 

   

  

 

【日 時】 平成 27 年 10 月 20 日（火） 10：30～11：50 

【場 所】 いわき地域復興センター 

【参加人数】9名（男性 4名 女性 5名） 

 

今回のミニ相談会では、東日本国際大学福祉環境学部・坂田准教授をお招きし、震災により被災

した障がい者就労支援施設に対して行っている取材活動のようす、施設で作っている授産製品や

販売状況についてお話しを伺いました。 

 

＜第 39 回ミニ相談会テーマ＞ 

 

 

 

 

 

 

【1】自己紹介 ～これまでの研究活動等について～ 

 

【2】被災障がい者自立支援促進事業の活動について 

 

 

 

 

東日本大震災で被災をされた障がい者の方々に対して、大学として何か支援できることはない

か模索しておりました。そこで、現在はいわき市内にある障がい者就労支援事業所で作られてい

る商品の魅力を地域の内外に発信していくことを目的として活動しております。また、そのこと

が、大学と地域のより良い関係をつくっていくものではないかと思っております。 

いわき市内には約 40 箇所の障がい者就労支援事業所がございます。先の震災後のご苦労や、課

題を把握し、事業者さんや利用者さんのニーズや要望を受け止め、私どもの運営するウェブサイ

ト「いわきユニバーサルマルシェ」で情報発信をしております。実際に、学生が支援事業所へ出

向いて、現場を拝見し、数時間から半日時間を割いていただき、何度も足を運び、事業所で働い

１．講師の先生のお話 

〈坂田 勝彦氏〉 



 

 

 

 

ている利用者さん・職員さんに震災後のこと、また今後の展開についてお話を伺うことが私達の

活動です。支援事業所の取材をし、地域を知り、その上で、震災発生時からその後の様子、授産

商品についてインタビューなどを行います。商品の特徴・セールスポイント・商品を作る際の留

意点をお聞きしながら取材を進めていきます。そして、取材レポートを作成し、ラジオ番組のい

わきグローバルマルシェにて施設の状況をお伝えしていく活動をしております。 

商品を販売するにあたり物を作るということには物語があると、活動を通じて感じました。風

評被害対策や震災復興で、いかに物の売り上げを伸ばしていくかということは大事な課題です。

併せて、その物を作っている人達が、これまでどのような経験をされ、どのような思いを託して

いるか、ということについて傾聴していくことも大切な課題であります。 

私達は商品の PR をするだけのつもりでしたが、彼らの物語についても広く PR していく活動で

もあるのではないかと思っております。地域で暮らしている方々がどのような思いや夢をお持ち

になっているのか、そこに寄り添っていくことも私達にできることのひとつではないかと思って

おります。生活している場所から過去・現在・未来を見渡していくことも重要な課題の一つだと

思っております。支援活動の中で大切にしていることは、地域の中にある小さなものにまつわる

物語を一つ一つ拾い上げていくこと、二つ目にいわき市で学生生活を送っている若者と地域の事

業者さんとの安定した関係を築いていくことです。また、地域の中に根をはっていき、定期的に

関わり続け、事業者さんと色々なものを作り上げていくことができて初めて支援ということでは

ないかと思っております。 

いわきユニバーサルマルシェと名付けたウェブサイト上の市場に掲載している、授産施設で作

られた一部の商品をご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪HP:いわきユニバーサルマルシェから抜粋≫ 

 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

ミニ相談会の中で、講師の先生を中心に参加されたみなさんが普段感じていることや、生活の中

で気になっていることなどを質問したり、自由に話し合ったりしました。その中で出た意見・質

問等をご紹介します。 

 

Q.販売している味噌や豆腐等は直接事業者さんへ足を運ばなければ購入できませんか。 

A.アンテナショップ等で販売できるようになると良いと思います。事業者によっては連絡する

と売りに来てくれるところもあります。 

 

Q.道の駅での販売はしていないのですか・ 

A.事業所で販売している品数はございませんが、一部の商品は販売しています。 

 

2. 質問コーナー・交流タイム   

<工房けやきの豆腐> 

<ふたばのラスク> 

<杜のどーなつのお菓子> 

<未来工房のジャム> 



 

 

 

 

Q.商品購入時に、何%かの寄付金が授産所に入るようなシステムはとっていないのですか。 

A.売上金の一部を支援の一環とするという考え方も大切なことだと思いますが、障がい者が作

っている物だから買うという発想から抜けられないことにもなると思います。つまり、美味しい

から買うのではなく、可哀想だから買うという発想にもつながりやすいと思います。 

 

Q.いわき市内に 40 箇所以上ある障がい者就労支援事業所では全施設で授産製品をつくってい

るのですか。 

A.いわゆる授産施設、障がい者就労支援事業所には制度上 3 種類ございます。障がい者就労支

援事業所継続 A 型事業所、B 型事業所、生活介護の作業能力にあわせた 3 種類の事業所がござい

ます。障がい者の能力にあわせた施設となっているので、全ての社会福祉法人が授産施設をお持

ちになっているとは限りません。 

 

Q.授産施設では、職員の方と働いている障がい者の方はどのくらいの割合で商品の製造してい

るのか伺いたいのですが。 

A.法的に何人の障がい者に対してどの程度職員が必要と決まっているはずです。制度の大枠な

部分は承知しておりますが、比率までは把握しておりません。勉強してまたお話させていただき

たいと思っております。 

 

Q.授産施設自体があまり周知されていないのではないかと思うのですが。 

A.ウェブサイトには施設の情報を載せております。現在学生たちが、いわきの障がい者就労支

援施設のマップ作成を目論んでおります。いわきにどのような授産施設が、どの場所にあるのか

を一目で見て分かるようなマップ作りをしております。 

 

Q.障がい者の方と供に商品を作る際の、施設側の苦労などをもう少しお聞かせいただきたいで

す。 

A.言語でのコミュニケーションのとり方がスムーズにいかない、精神を安定に保つためのコン

トロールが難しいなどがあげられます。また、障がいの種別や特徴などで変わってきますので、

事業所で働く職員さん方は工夫を凝らしております。 

 

Q.施設側から一般の方へのニーズや要望などはございますか。 

A.どの事業所も共通した意見ですが、販売場所が少ないので、安定した場所の確保をしていき

たいと皆さん仰っております。 

 

Q.いわきは車社会なので、道の駅や直売所などでの販売をしてくださると一般の方もより商品

を求めやすくなるのではないかと思いますが。 

A.駅ビルの中に店舗を構えて、そこから情報発信していくことも考えておりました。いわきは

車社会ということですと、道の駅などは活用しがいがあると思います。地区ごとの販売拠点を作



 

 

 

 

っていくことに重点をおいて考えてまいりたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～参加されたみなさま、お疲れ様でした～ 

 

第 40 回ミニ相談会 11月 20 日（金）9：30 

いわき市立錦公民館で実施致します！ 

興味を持たれた方は、窓口かお電話でお問い合わせ下さい。 

 


